
対 象

＜各種 アクティビティ・体験＞

■キャンプ場
■カヌー、ラフティング
■レンタサイクル
■山岳、ボルダリング
■シュノーケリング、ダイビング
■屋形船、グラスボート
■釣り、ホエールウォッチング
■ランニング
■サーフィン、ボディーボード
■温泉、ゴルフ    等

Ⅳ.⺠間活⼒の導⼊

・定時・定量・定質･定額

・ユーザーアクセスの向上

Ⅰ.４定条件

Ⅲ.ＰＲの強化等

■事業体の強化と観光人材の育成　　　　
全体を下支え

・⺠間活⼒の積極的な導⼊　・個⼈旅⾏者向けの旅⾏商品の造成と販売⼒の強化⽀援
・広域観光組織の機能強化　・外国⼈等の観光客におもてなしできる⼈材等の育成⽀援
・顧客満⾜度の向上に向けた受け⼊れ⼈材の育成⽀援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

観光産業を⽀える事業体の強化や
⼈材の育成と商品造成⼒の向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

磨き上げ

キャンペーン
参加旅⾏商品

＋
クラスター化

 自然体験型観光の推進

・サービス内容の磨き上げ
Ⅱ.顧客満⾜度の向上

アドバイザー支援、財政支援

商品化
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を導⼊　　　　　

　ポスト幕末維新博の展開イメージ

・本県の強みである食・歴史・自然について、食はこれまでの取り組みにより高
い評価を獲得してきており、歴史については幕末維新博を通じてレベルアップ
を図っているところ。
・平成30年度の越知町などを⽪切りに県内各地で新たなキャンプ場がオープ
ンし、カヌー・スイミングなどのアクティビティの拠点施設も順次整備される。
・2020年オリ・パラ東京⼤会が近づき、全国的にスポーツ振興や自然体験の
機運の高まりが予想される。

前　提
■「ポスト幕末維新博」では、幕末維新博で培ってきた歴史観光の勢いを維持さ

せつつ、「自然」や「体験」を前面に出したキャンペーンを展開し、自然体験型観
光の磨き上げとともに周辺施設や事業者等とのクラスター形成をさらに進めて
いくことで、受⼊態勢のレベルアップをはかる。

■その後はレベルアップした「歴史」、「自然」、「⾷」をベースに、その時々の流⾏を
つかみながら本県の強みを最⼤限に活かした展開を⾏う。

方向性

 

整
っ
て
き
て
い
る

　
　
　

歴
史
観
光
基
盤

 

整
え
て
き
た

　
　
　
　

⾷
観
光
基
盤

　

本
県
観
光
に
お
け
る
受
⼊
基
盤
の

　
　
　
　
　

さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

■プロモーション × キャンペーン等の展開
◆平成30年度からポスト維新博を意識した情報発信を徐々に織り込んで展開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■磨き上げ等による基盤整備　　　　
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